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E型カドヘリンの発現よりみたクモ膜絨⽑における脳脊髄液の吸収機序
Research Project

Project/Area Number

05771016

Research Category

Grant-in-Aid for Encouragement of Young Scientists (A)

Allocation Type

Single-year Grants

Research Field

Cerebral neurosurgery

Research Institution

Kanazawa University

Principal Investigator

新多 寿   ⾦沢⼤学, 医学部・脳神経外科, 助⼿ (40242523)

Project Period (FY)

1993

Project Status

Completed (Fiscal Year 1993)

Budget Amount *help

¥900,000 (Direct Cost: ¥900,000)
Fiscal Year 1993: ¥900,000 (Direct Cost: ¥900,000)

Keywords

脳脊髄液 / クモ膜絨⽑ / ⽔頭症 / 細胞間接着分⼦ / カドヘリン

Research Abstract

⼦ザル3頭および成⼈ザル3頭の計6頭のニホンザルを⽤いた。実験に際してはケタラールとペントバルビタールの静脈内注射により、⼗分な除痛と⿇酔効果を得
た。無処置群とEDTAを⼤槽に注⼊した群を作成し、EDTA注⼊群は注⼊後1週間後に開胸を⾏い4%パラフォルムアルデヒドに0.1%タンニン酸を混合した固定液で
灌流固定を⾏った。頭蓋円蓋部の硬膜を損傷しないように頭蓋⾻を除去し、頭頂部の硬膜・クモ膜・軟膜と脳実質を⼀塊として取り出し、その⼀部を光顕・電顕⽤
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標本とした。 
結果:EDTA注⼊群では無処置群と⽐較して脳室のサイズが軽度拡⼤していた。クモ膜下腔の拡⼤やクモ膜の癒着はほとんどみられなかった。無処置群では免疫組織
学的にはクモ膜絨⽑ではarachnoid cell layer・cap cell cluster・central core内のクモ膜細胞周囲にE型カドヘンリンが陽性であった。EDTA群では無処置群とほ
ぼ同様のE型カドヘリン分布を⽰したが、全体にその染⾊性の低下がみられた。電顕的にはEDTA群のcap cell clusterのクモ膜細胞間隙の拡⼤が⽬⽴ち、正常のcap
cell clusterよりも嵌合がルーズになっている傾向を⽰した。さらに、central coreのクモ膜細胞にはintermediate junctionが解離している像がみられた。 
これらの結果から、髄液吸収機構にクモ膜絨⽑内のクモ膜細胞間の細胞間接着が関与しており、特にintermediate junctionの形成に関わるE型カドヘリンが密接に
関係していることが⽰唆された。 
今後は、⼀定量のクモ膜絨⽑に含まれるこのE型カドヘリンをwestern blottingにより半定量を⾏い、免疫電顕的⼿法によりE型カドヘリンの超微レベルでの局在に
ついても検索し、さらに、カオリン⽔頭症モデルにおけるクモ膜絨⽑内E型カドヘリンの関与について検討する予定である。
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